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緑
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育
て
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守
る
、

 

林
野
労
組

　

日
本
の
と
あ

る
地
域
で
万
博

が
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
地
域

で
は
２
回
目
の

開
催
と
な
り
、

１
回
目
の
時
は

１
９
７
０
年
に
開
催
さ
れ
、
定
年

前
の
人
で
あ
っ
て
も
か
な
り
幼
少

期
で
あ
り
、
ハ
ッ
キ
リ
と
覚
え
て

い
る
方
は
少
な
い
か
も
し
れ
な
い

▼
実
際
に
会
場
に
行
き
、
そ
の
記

憶
が
あ
る
人
は
少
な
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
テ
レ
ビ
で
は
よ
く
見
た

人
も
多
い
で
あ
ろ
う
。「
芸
○
は

爆
○
だ
」
で
お
馴
染
み
の
岡
○
さ

ん
が
手
が
け
て
制
作
さ
れ
た「
塔
」

は
筆
者
も
そ
の
直
下
に
あ
る
高
速

道
路
を
通
る
時
に
よ
く
目
に
し
た

も
の
で
懐
か
し
い
思
い
出
だ
▼
世

界
各
地
か
ら
人
が
集
ま
り
、
様
々

な
発
明
を
目
の
当
た
り
に
し
て

「
未
来
は
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
て

い
る
」
と
誰
も
が
思
っ
た
こ
と
だ

ろ
う
。
今
回
も
そ
う
思
う
人
が
多

く
い
る
こ
と
を
願
う
。
１
回
目
は

高
度
経
済
成
長
中
で
あ
り
、
２
回

目
の
今
回
は
高
度
経
済
衰
退
と
な

ら
な
い
よ
う
、
み
ん
な
で
希
望
の

あ
る
未
来
を
目
指
し
て
い
く
起
爆

剤
と
す
る
必
要
が
あ
る
。「
経
済

は
爆
発
だ
」
と
な
ら
な
い
よ
う
に

し
て
も
ら
い
た
い 

（
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
）

年輪

の匠匠 ワン
シトョッシシシトョッ

たくみたくみ

「最後の桜」
（撮影者　中村　帝：大分分会）

「匠の一言」
　庁舎移転に伴い、満開の桜、見るのはこれ
で最後かな。

　

林
野
労
組
九
州
地
本
は
、
２
０
２
５
春
季
生
活
闘
争
の
取
り
組

み
と
し
て
、
３
月
11
日
に
九
州
局
当
局
に
対
し
て
要
求
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

　

要
求
書
の
提
出
は
、
中
央
段
階
で
の
取
り
組
み
と
連
動
さ
せ
る

た
め
に
、
地
本
・
各
分
会
か
ら
積
み
上
げ
て
中
央
交
渉
へ
と
つ
な

げ
る
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
本
は
３
月
11
日
「
２
０
２
５
新

賃
金
等
に
関
す
る
要
求
書
」
を
総
務

部
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
５
新
賃
金
等
に
関
す
る
要

求
書
と
し
て
、
現
在
の
状
況
は
、

３
四
半
期
連
続
の
プ
ラ
ス
成
長
と

な
っ
て
い
る
も
の
の
、
内
需
の
柱
で

あ
る
個
人
消
費
は
わ
ず
か
０
・
１
％

増
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
や
、
実

質
賃
金
は
３
年
連
続
で
マ
イ
ナ
ス
と

な
っ
て
い
る
な
ど
、
家
計
は
ま
だ
ま

だ
厳
し
さ
が
増
し
て
お
り
、
生
活
の

苦
し
さ
や
、
将
来
に
対
す
る
不
安
、

こ
れ
ら
の
生
活
実
態
を
踏
ま
え
て
、

賃
金
等
総
合
的
労
働
条
件
の
改
善
に

向
け
て
要
求
を
行
い
ま
し
た
。

　

内
容
と
し
て
は
、「
生
活
実
態
を

踏
ま
え
た
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
賃
金

体
系
の
確
立
」「
人
事
院
規
則
に
基

づ
い
た
昇
格
基
準
の
見
直
し
や
昇
格

に
係
る
在
級
年
数
の
在
り
方
の
改

善
」「
一
時
金
及
び
諸
手
当
の
引
き

上
げ
や
特
地
勤
務
手
当
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
職
員
に
不
利
益
を
生
じ
さ

せ
な
い
こ
と
」「
通
勤
手
当
は
燃
料

価
格
高
騰
等
の
社
会
経
済
状
況
の
変

化
を
踏
ま
え
支
給
額
を
引
き
上
げ
る

こ
と
」「
特
殊
勤
務
手
当
に
お
け
る

山
上
等
作
業
手
当
の
適
用
業
務
拡

大
」「
住
居
手
当
に
つ
い
て
要
件
を

具
備
し
た
当
該
月
か
ら
の
支
給
」

「
旅
費
の
制
度
見
直
し
に
よ
り
、
日

額
旅
費
規
程
が
廃
止
と
な
る
こ
と
か

ら
、
国
有
林
野
事
業
の
職
場
実
態
を

踏
ま
え
た
現
場
業
務
等
に
係
る
運
転

手
当
の
創
設
」「
非
常
勤
職
員
に
つ

い
て
常
勤
職
員
と
の
均
等
待
遇
の
原

則
に
基
づ
き
、
関
係
法
令
、
規
則
を

適
用
す
る
こ
と
、
ま
た
、
適
用
号
俸

を
引
き
上
げ
る
こ
と
」「
期
間
業
務

職
員
制
度
に
つ
い
て
、
通
年
・
週
５

フ
ル
タ
イ
ム
雇
用
の
制
度
化
」「
非

常
勤
職
員
の
休
暇
制
度
に
つ
い
て
、

雇
用
時
か
ら
の
年
次
休
暇
の
付
与
な

ど
、
常
勤
職
員
と
待
遇
が
異
な
る
制

度
の
改
善
」「
定
年
の
段
階
的
引
き

上
げ
に
よ
る
60
歳
超
職
員
の
増
加
を

踏
ま
え
、
55
歳
定
昇
ス
ト
ッ
プ
の
見

直
し
等
の
制
度
の
改
善
」「
退
職
手

当
額
に
不
利
益
が
生
じ
な
い
よ
う
必

要
な
対
策
・
対
応
を
講
じ
る
こ
と
」

「
労
働
時
間
短
縮
の
施
策
」「
特
別
休

暇
の
拡
大
」「
育
児
休
養
制
度
の
内

容
の
充
実
と
、
取
得
し
や
す
い
環
境

の
整
備
」「
介
護
休
暇
の
有
給
化
や

期
間
の
拡
大
等
、
内
容
の
充
実
」

「
子
の
看
護
休
暇
に
お
け
る
対
象
年

齢
及
び
休
暇
日
数
の
拡
大
」「
テ
レ

ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
」「
人
事
異
動

の
時
期
の
平
準
化
や
発
令
日
の
分
散

化
、
人
事
サ
イ
ク
ル
を
見
直
す
こ

と
」「
将
来
要
員
規
模
に
基
づ
く
定

員
の
確
保
」「
障
が
い
者
雇
用
に
お

け
る
職
場
環
境
の
整
備
等
」「
男
女

平
等
の
推
進
」「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対

策
」
等
に
つ
い
て
要
求
を
行
い
ま
し

た
。

　

林
野
庁
単
独
で
改
善
出
来
な
い
問

題
は
あ
る
も
の
の
、
要
求
は
確
実
に

林
野
庁
、
人
事
院
へ
と
上
申
す
る
こ

と
を
強
く
求
め
ま
し
た
。
す
ぐ
に
改

善
と
ま
で
は
い
か
な
く
て
も
、
少
し

で
も
前
進
し
て
い
く
た
め
に
今
後
も

要
求
を
続
け
て
い
く
事
が
重
要
で
あ

り
、
早
期
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、

今
後
も
引
き
続
き
取
り
組
み
を
強
化

し
な
が
ら
、
継
続
し
て
要
求
し
て
い

き
ま
す
。

当
面
の
行
動

４
月
10
日　

安
全
祈
願
祭

４
月
23
日　

地
本
団
体
交
渉

５
月
13
日　

九
林
協
総
会

５
月
16
日　

全
国
書
記
長
会
議

　
　
　
　
　

・
全
国
組
財
委
員
会

５
月
23
日　

共
済
理
事
会
・
代
表
委

員
会

５
月
30
日　

地
本
組
織
財
政
確
立
委

員
会

✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿

　

2
0
2
5
春
季
生
活
闘
争
に
お
け

る
取
組
を
進
め
る
中
で
、
3
月
14
日
、

地
本
は
国
公
連
合
九
州
と
連
携
し
、

人
事
院
九
州
事
務
局
交
渉
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

国
公
連
合
九
州
か
ら
８
名
、
林
野

労
組
か
ら
松
本
執
行
委
員
が
出
席
。

冒
頭
、
国
公
連
合
九
州
の
黒
木
議
長

（
国
税
労
組
）
よ
り
、「
昨
年
に
引
き

続
き
、
本
年
の
民
間
春
闘
で
は
満
額

回
答
が
多
く
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、

国
民
生
活
の
基
盤
を
担
う
公
務
の
現

場
で
は
、
多
く
の
組
合
員
が
適
正
な

賃
金
と
は
感
じ
て
い
な
い
。
組
合
員

が
公
務
の
職
場
に
就
い
て
よ
か
っ
た

と
真
に
感
じ
る
た
め
、
本
日
は
改
善

に
向
け
要
求
し
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
要
求
事
項
（
公
務
労
協

情
報
№
18
参
照
）
に
加
え
、
林
野
労

組
か
ら
「
山
上
等
作
業
手
当
の
適
用

業
務
の
拡
充
」
を
求
め
ま
し
た
。

　

人
事
院
九
州
事
務
局
長
は
「
国
有

林
野
の
現
場
実
態
に
つ
い
て
、
過
酷

な
現
場
で
あ
る
事
を
改
め
て
本
院
・

関
係
課
に
伝
え
て
い
く
」
と
見
解
を

示
す
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
今

年
２
月
に
人
事
院
本
院
が
屋
久
島
署

に
視
察
を
行
う
な
ど
、
要
求
実
現
に

向
け
前
進
し
て
い
る
た
め
、
継
続
し

た
交
渉
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
要
求
事
項
と
し

て
、
①
60
歳
以
降
の
７
割
賃
金
の
是

正
、
②
若
手
〜
高
齢
層
の
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
賃
金
体
系
の
確
立
、
③
単

身
赴
任
手
当
の
見
直
し
、
④
熊
本
市

の
地
域
手
当
の
新
設
な
ど
を
求
め
ま

し
た
。

　

最
後
に
人
事
院
九
州
事
務
局
長
よ

り
、「
本
日
受
け
た
要
求
事
項
の
全

て
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
本
院
へ
伝

え
て
い
く
。
特
に
７
割
賃
金
の
是
正
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
賃
金
体
系
に
つ

い
て
は
重
点
的
に
伝
え
た
い
」
と
の

話
が
あ
り
、
交
渉
を
終
え
ま
し
た
。

流れをそのままに　賃金等総合的労働条件の
改善に向けて要求書を提出
～林野労組九州地本　要求書提出～

労働条件の改善に向け、加藤委員長より要求書を手交

国公連合九州黒木議長（左）が要求書を手交

国
公
連
合
九
州
と
連
携

　
全
体
で
の
課
題
改
善
へ

 

〜
国
公
連
合
九
州
・
林
野
労
組
　
人
事
院
交
渉
〜
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九
州
地
本
で
は
、
４
月
を
組
織
対

策
強
化
月
間
と
し
、
１
日
を
統
一
行

動
日
と
し
て
新
採
組
織
化
対
策
を
実

施
し
ま
し
た
。
九
州
地
本
で
は
毎
年

新
規
採
用
者
が
配
属
さ
れ
る
日

（
２
０
２
５
年
度
は
４
月
１
日
）
に

集
中
的
に
取
り
組
む
事
を
意
思
統
一

し
、
今
年
度
も
該
当
す
る
全
分
会
で

取
組
を
行
い
ま
し
た
。

　

４
月
４
日
ま
で
の
４
日
間
で
20
名

の
新
採
者
等
の
組
織
化
が
図
ら
れ
、

一
定
の
成
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
一
方
で
「
検
討
し
て
返
事
を
し
た

い
」
と
言
っ
た
回
答
も
あ
り
、
今
後

も
労
働
組
合
の
重
要
性
を
丁
寧
に
周

知
し
て
い
き
な
が
ら
、
粘
り
強
く
対

応
し
て
い
く
事
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
情
勢
と
し
て
、
若
年
層
に

お
い
て
は
賃
金
が
上
昇
し
て
き
て
い

る
も
の
の
、
物
価
上
昇
に
は
ま
だ
ま

だ
追
い
つ
い
て
お
ら
ず
、
厳
し
い
状

況
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
加
入

を
検
討
し
た
い
と
い
っ
た
声
を
聞
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な

厳
し
い
状
況
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
全

体
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、
継
続

し
た
賃
上
げ
や
、
安
心
安
全
で
安
定

し
た
勤
務
条
件
を
維
持
向
上
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
新
規
採
用
者

以
外
の
未
加
入
者
も
加
入
に
向
け
た

取
組
を
継
続
し
、
全
員
が
「
仲
間
」

と
し
て
、
今
後
も
よ
り
良
い
職
場
を

作
り
、
若
い
組
合
員
が
将
来
を
担
う

人
材
と
な
る
よ
う
、
地
本
・
分
会
が

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

各地本段階から集約した意見を交渉に繋げる

「熊本署のヒマワリ」
一川　優奈さん（熊本分会）

　

熊
本
署
分
会
か
ら
ご
紹
介
す
る

の
は
、
当
分
会
の
「
ヒ
マ
ワ
リ
」

の
よ
う
な
存
在
の
一
川 

優
奈
さ

ん
で
す
。

　

一
川
さ
ん
は
熊
本
県
出
身
で
芦

北
高
校
卒
業
後
、
令
和
５
年
4
月

に
熊
本
森
林
管
理
署
に
採
用
さ
れ
、

今
年
で
3
年
目
を
迎
え
ま
す
。
昨

年
度
ま
で
の
2
年
間
は
総
務
グ

ル
ー
プ
の
管
理
担
当
と
し
て
、
入

林
許
可
や
貸
付
更
新
、
収
入
等
の

業
務
を
頼
れ
る
上
司
の
助
け
を
借

り
つ
つ
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
入
庁
初
日
に
外
部
か
ら

の
電
話
対
応
に
挑
戦
し
た
り
、
収

穫
調
査
な
ど
の
現
場
へ
の
応
援
に

も
積
極
的
に
手
を
挙
げ
て
参
加
し

た
り
と
意
欲
的
に
仕
事
に
取
り
組

む
姿
勢
に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
は
業
務
グ
ル
ー
プ

で
経
営
を
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
持
ち
前

の
明
る
さ
と
、
真
面
目
さ
で

新
た
な
成
長
を
見
せ
て
く

れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

組
合
活
動
で
は
連
合
の

「
か
ら
い
も
掘
り
」
や
「
ミ

ニ
バ
レ
ー
大
会
」
な
ど
の
行

事
に
も
積
極
的
に
参
加
し

た
り
、
青
年
女
性
委
員
会
と
し
て

ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
を
主
催
し
た
り

と
楽
し
そ
う
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

公
私
問
わ
ず
元
気
い
っ
ぱ
い
な

一
川
さ
ん
は
お
酒
が
好
き
で
、
週

末
は
自
作
の
「
豚
の
角
煮
」
や

「
春
巻
き
」
を
酒
の
肴
に
晩
酌
を

嗜
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
漫

画
を
読
む
の
も
好
き
で
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
題
材
と
し
た
「
ハ
イ

キ
ュ
ー
‼
」
を
愛
読
し
て
お
り
、

登
場
人
物
の
黒
尾
鉄
朗
の
カ
ッ
コ

イ
イ
と
こ
ろ
に
憧
れ
を
い
だ
い
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

常
に
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、
大
輪

の
ヒ
マ
ワ
リ
の
よ
う
に
周
囲
の

人
々
に
元
気
を
与
え
る
一
川
さ
ん

の
今
後
の
活
躍
に
目
が
離
せ
ま
せ

ん
。 （
熊
本
分
会
：
塩
崎
通
信
員
）

ヒマワリのような笑顔で皆を笑顔にする

記事を募集しています‼
　分会で開催したいろんなイベントや会議、地
域の集会等の記事を募集していますので、教宣
担当のメールアドレスへ投稿をお願いします。
E-mail　sinrin14-kaku@siren.ocn.ne.jp
 （教宣担当）

　

令
和
７
年
３
月
８
日
か
ら
10
日
の

３
日
間
に
か
け
て
林
野
会
館
（
東
京

都
）
に
て
「
２
０
２
５
林
野
労
組
青

年
女
性
春
季
生
活
闘
争
学
習
交
流
集

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
の

各
地
本
か
ら
26
名
が
集
ま
り
、
九
州

地
本
か
ら
は
、
山
形
青
年
女
性
委
員

長
（
大
分
分
会
）
と
傍
聴
と
し
て
東

事
務
局
長
（
北
薩
分
会
）
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

冒
頭
、
山
名
委
員
長
よ
り
「
各
地

本
に
お
い
て
様
々
な
工
夫
を
し
な
が

ら
運
動
を
展
開
し
て
い
た
だ
き
感
謝

し
て
い
る
。
物
価
高
騰
な
ど
厳
し
い

現
状
が
続
い
て
い
る
中

で
、
日
頃
か
ら
問
題
と

し
て
浮
き
彫
り
に
な
っ

て
い
る
職
場
実
態
や
生

活
実
態
の
改
善
に
向
け

て
各
地
本
・
分
会
で
継

続
し
て
取
り
組
み
を
お

願
い
し
た
い
」
と
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。
続
い

て
、
共
済
オ
ル
グ
と
し

て
、
水
田
専
務
理
事
か

ら
、
こ
く
み
ん
共
済
に

つ
い
て
、
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
情
勢
報
告
と
し
て
、
天
田
交

渉
部
長
か
ら
林
野
労
組
の
現
状
や
現

在
の
情
勢
等
の
話
が
あ
り
、
一
日
目

が
終
了
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
ま
ず
問
題
提
起
で
、

各
地
本
段
階
に
お
け
る
問
題
等
に
つ

い
て
代
表
者
が
発
言
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
午
前
中
は
事
前
ア
ン
ケ
ー

ト
を
も
と
に
４
つ
の
班
に
分
か
れ
分

散
会
を
行
い
、
職
場
実
態
や
生
活
実

態
に
つ
い
て
、
話
し
合
い
ま
し
た
。

要
員
不
足
な
ど
同
じ
よ
う
な
実
態
も

あ
れ
ば
地
方
特
有
の
寒
冷
地
手
当
な

ど
の
問
題
も
出
さ
れ
、
と
て
も
貴
重

な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
午
後
か
ら

は
、
３
日
目
の
林
野
庁
交
渉
に
向
け
、

「
賃
金
・
諸
手
当
」、「
要
員
要
求
」、

「
諸
権
利
、
庁
舎
・
宿
舎
の
改
善
」、

「
職
場
環
境
の
改
善
」
の
４
つ
の
班

に
分
か
れ
、
実
態
を
も
と
に
発
言
内

容
を
考
え
ま
し
た
。
分
散
会
に
お
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
共
有
し
、

他
地
本
の
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

三
日
目
は
、
林
野
庁
交
渉
を
行
い

ま
し
た
。
中
央
段
階
ま
で
上
げ
ら
れ

て
い
る
意
見
は
、
局
・
署
で
上
部
へ

申
達
す
る
と
回
答
が
あ
っ
た
も
の
が

多
く
、
林
野
庁
交
渉
に
お
い
て
も

「
実
態
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
る
。

林
野
庁
段
階
で
解
決
で
き
る
も
の
で

は
な
い
の
で
上
部
へ
申
達
す
る
」
と

い
っ
た
回
答
に
留
ま
り
ま
し
た
。
山

積
み
と
な
っ
て
い
る
問
題
解
決
に
向

け
、
引
き
続
き
職
場
実
態
、
生
活
実

態
の
問
題
を
共
有
し
、
取
り
組
み
を

強
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
山
名
青
年
女
性
委
員
長

の
音
頭
の
も
と
、
力
強
い
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
閉
会
し
ま
し
た
。

中央に結集  2025林野労組青年女性
春季生活闘争学習交流集会

未
来
を
担
う
世
代
の
加
入
に
向
け

 

取
り
組
み

　
　
〜
九
州
地
本
　
新
規
採
用
者
組
織
化
対
策
〜

多
く
の
組
合
員
が
参
加
し
、
退

職
・
異
動
組
合
員
を
送
り
出
す

永
い
間
の
取
り
組
み
を
讃
え
、

後
藤
委
員
長
か
ら
表
彰
状
が
贈

ら
れ
る

全国の仲間が一枚岩に

退職・異動の組合員の
これまでの活動を讃え

～局分会送別会～

　３月27日、局分会で送別会が行われました。
退職された組合員の方は、永い間活動にご尽
力頂き、ありがとうございました！

第27回参議院議員通常選挙
推薦候補者

※必勝に向け分会の取組強化をお願いします。

　2025年７月に開催予定である標記選挙において、
林野労組九州地本の比例区推薦を決定しています。
取組の前進を図るため、改めて周知します。推薦者
は以下のとおりです。

比例代表　小
お

沢
ざわ

　雅
まさひと

仁 
　　　　 　（立憲民主党）

出身労組：JP 労組

推薦者


